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縫
欝
中
国
か
ら
越
境
汚
染
か

富
士
山
頂
（
３
７
７
６
財
）
で

８
月
、
大
気
１
立
方
財
あ
た
り

２

●
８
夕

・ゼ

（
ナ
ノ
は
１０
億
分

の
１
）
の
水
銀
濃
度
が
測
定
さ

れ
、
全
国
平
均
を
上
回

っ
て
い

る
こ
と
が
、
滋
賀
県
立
大
の
永

淵
修
教
授
（
環
境
科
学
）
ら
の
調

査

で
わ
か

っ
た
。
２
０
０
７
年

は

最
高

の
２５

・
‐

夕

・
彰

を
測

定
。
中
国
大
陸
か
ら
の
越
境
汚

染
と
み
ら
れ
る
。
環
境
省
は
、
来

年
か
ら
米
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

と
共
同
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

で
定
点
観
測
事
業
を
始
め
る
。

健
康
に
害
を
及
ぼ
す
レ
ベ
ル

で
は
な
い
が
、
工
場
な
ど
か
ら

排
出
さ
れ
る
汚
染
物
質
の
影
響

を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
山
頂
付

近
で
平
均
値
を
超
え
て
い
る
。

永
淵
教
授
は

「気
象
条
件
も
合

わ
せ
て
分
析
す
る
と
、
中
国
か

ら
汚
染
さ
れ
た
空
気
が
流
れ
て

き
た
こ
と
が
原
因
と
み
ら
れ

る
」
と
指
摘
す
る
。

環
境
省
に
よ
る
と
、
全
国
２

６
１
地
点
の
平
均
値
（＝
年
度
）

は
２
・
１
ノ
・
彰
。
大
気
汚
染

防
止
法
の
指
針
で
は
、
健
康
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
、
濃
度
は
年

間
平
均
で
４０
ノ
．
ゼ
フ以
下
で
あ

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

永
淵
教
授
ら
は
、
富
士
山
頂

で
０７
年
か
ら
毎
夏
２
週
間
程
度

の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
０７
年

以
外
の
最
高
値
は
１
・
９
～
５

ｏ
４
ノ
・
ゼ
だ
っ
た
。
数
値
に

ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
平

均
値
を
ほ
ぼ
上
回
っ
て
い
た
。

ま
た
、
鹿
児
島
県
・
屋
久
島

の
標
高
４
１
０
財
地
点
で
０７
年

１０
月
に
１０
・
０
ノ
・
ゼ
、滋
賀
、

岐
串
県
境
の
同
１
３
４
０
財
地

点

（
伊
吹
山
頂
付
近
）
で
０９
年

４
月

に
９

・
８
ノ

・
ゼ

を
測

国
連
環
境
計
画
（Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）

に
よ
る
と
、
金
の
精
錬
や
石
炭

の
燃
焼
と
い
っ
た
産
業
活
動
な

ど
で
大
気
中
に
排
出
さ
れ
る
水

銀
は
世
界
で
１
９
６
０
ント

（１０

年
）
。
中
国
は
こ
の
う
ち
３
分

の
「
近
く
を
占
め
る
。
水
俣
病

を
教
訓
に
国
内
で
の
水
銀
使
用

は
少
な
い
が
、
途
上
国
な
ど
で

は
今
も
多
く
使
用
さ
れ
、
削
減

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

熊
本
県
の
熊
本
、
水
俣
両
市

で
は
９
～
‐１
日
に
水
銀
に
関
す

ア
ジ
ア
太
平
洋

共
同
観
測

へ

定
。
こ
れ
ら
最
高
値
の
観
測
日

は
、
い
ず
れ
も
中
国
大
陸
か
ら

風
が
吹
い
て
い
た
と
い
う
。

る
国
連
会
議
が
開
か
れ
、
水
銀

の
採
掘
、
使
用
、
輸
出
入
を
世

界
的
に
規
制
す
る
水
俣
条
約
が

採
択
さ
れ
る
予
定
だ
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
定

点
観
測
事
業
に
は
、
８
か
国
が

参
加
す
る
見
通
し
。
簡
単
に
測

定
で
き
る
雨
水
調
査
か
ら
始

め
、
大
気
に
も
広
げ
て
い
く
考

え
だ
。
環
境
省
は

「中
国
を
中

心
に
途
上
国
で
の
水
銀
使
用
を

減
ら
す
こ
と
が
重
要
だ
。
水
俣

条
約
で
国
際
的
な
規
制
は
か
か

る
が
、
観
測
で
具
体
的
デ
ー
タ

を
集
め
、
効
果
的
な
対
策
に
生

か
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。


